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岡
山
県
支
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支
部
長

　

池
上
　
修
生

新
春
を
迎
え
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
り
支
部
事
業
が

多
難
な
折
に
際
し
ま
し
て
、

各
地
区
の
地
区
長
を
は
じ
め

会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

と
ご
尽
力
に
対
し
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
岡
山
県
珠
算

競
技
大
会
や
県
下
小
学
校
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
実
施
を
控
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
の
経
験

を
活
か
し
、
中
地
連
事
業
で

あ
る
「
中
国
五
県
珠
算
選
手

権
大
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
す
る
と
い
う
か
つ
て
な

い
試
み
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

各
県
で
予
選
を
行
い
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
気
象
状
況
を
振
り

返
る
と
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
災
害
が

多
く
、
七
月
に
は
「
熱
海
で

大
規
模
な
土
石
流
」、
九
月

に
は
「
米
東
部
で
豪
雨
＝
ハ

リ
ケ
ー
ン
［
ア
イ
ダ
］」、
十

二
月
に
は
「
米
中
西
部
や
南

部
で
多
数
の
巨
大
竜
巻
発

生
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
こ
の
先
大
変
不
安
で
あ

る
こ
と
は
避
け
よ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
支
部
運
営
と
事
業
活
動
を
、

会
員
皆
様
お
一
人
お
一
人
の

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
支
部

役
員
一
同
、
事
業
活
動
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
様
々
な
講
習

会
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
で
十
分

な
事
業
活
動
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状

況
を
判
断
し
な
が
ら
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
継
続
し
て

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の「
珠
算
お
か
や
ま
」

で
記
述
し
た
「
岡
山
県
支
部

独
自
の
会
員
増
加
対

策
」
を
一
歩
進
め
て
、

具
体
的
に
常
任
委
員
会

で
話
し
合
い
、
素
案
を

作
成
し
て
一
月
の
合
同

会
議
で
話
し
合
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
次
は
今
年
の
干
支

「
寅
」
の
お
話
し
で
す
。

　
「
寅
」
は
『
漢
書
』
律
暦

志
に
よ
る
と
「
螾
」（
い
ん
：

「
動
く
」
の
意
味
）。
春
が
来

て
草
木
が
生
ず
る
状
態
を
表

し
て
い
る
と
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
芽
が
種
子
の
中
で
伸
び

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を

表
し
て
い
る
「
丑
」
か
ら
、

い
よ
い
よ
草
木
の
芽
生
え
始

め
る
そ
う
い
う
年
に
な
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で「
十
二
支（
じ
ゅ

う
に
し
）」
と
は
時
間
を
表

し
、「
子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・

巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・

亥
」
の
十
二
種
の
動
物
を
当

て
は
め
て
い
ま
す
。
こ
の
十

二
支
に
、
空
間
を
表
す
十
干

（
じ
っ
か
ん
）「
甲
・
乙
・
丙
・

丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・

癸
」
の
十
の
要
素
を
加
え
た

の
が
、六
十
種
か
ら
な
る「
干

支
」
で
す
。 

双
方
を
組
み

合
わ
せ
た
干
支
を
六
十
干
支

（
ろ
く
じ
っ
か
ん
し
）
と
も

い
い
、
六
十
年
で
一
巡
し
ま

す
。
一
番
目
の
「
甲
子
」
か

ら
始
ま
っ
て
、
六
十
番
目
の

「
癸
亥
」
で
終
わ
り
、
ま
た

初
め
に
か
え
っ
て
繰
り
返
す
。

こ
れ
が
還
暦
と
呼
ば
れ
る
所

以
（
ゆ
え
ん
）
で
す
。

　

二
〇
二
二
年
寅
年
は
、
十

干
で
い
う
と
「
壬
寅
（
み
ず

の
え
と
ら
）：［
乳
虎
、
母
虎

（
優
し
い
ト
ラ
）］」
に
な
り

ま
す
。
前
回
は
一
九
六
二
年

（
昭
和
三
十
七
年
）
で
「
首

都
高
速
一
号
線
開
通
」、「
東

京
タ
ワ
ー
完
成
」
な
ど
華
々

し
い
時
代
の
始
ま
り
を
予
感

さ
せ
る
よ
う
な
年
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

早
く
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
て
珠
算
界
に
と
っ
て
も
、

良
い
時
代
が
始
ま
る
こ
と
を

念
じ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡山県通信競技大会成績および順位（令和３年度）

中学校の部

高等学校の部

小学校４年生以下の部
順位 氏　　名 得点 地区名
1 伊藤ひなた 1,110 吉備
2 西田　葵葉 1,100 備南
3 松田　愛華 1,060 備南
4 松田　慶喜 940 備南
5 赤松　芽依 930 美咲
6 則保　莉奈 910 吉備
7 渡辺　陽南 890 矢掛
8 小林　優月 860 賀陽
9 浮須　　歩 840 倉敷
10 小林　春斗 800 賀陽
11 池田　千夏 750 賀陽
12 中島　彩花 740 賀陽
13 白根　希望 730 美咲
14 安東　知哉 710 美咲
15 武本　梨瑚 660 矢掛
15 松井　唯子 660 津山

小学校の部
順位 氏　　名 得点 地区名
1 岡信　葵衣 1,570 吉備
2 内山明希果 1,380 吉備
3 佐田尾百桃 1,370 倉敷
4 橋本　雅典 1,260 津山
5 上原　大知 1,250 倉敷
5 藤井　文斗 1,250 吉備
7 首尾木清花 1,210 倉敷
8 和田　夏歩 1,170 吉備
9 河内　結香 1,160 吉備
10 中野　美桜 1,150 倉敷
11 窪木　新司 1,120 美咲
12 石川　直季 1,110 吉備
13 柿本　雅人 1,100 備南
14 湯浅　瑚恋 1,090 吉備
15 武本　芽依 1,080 矢掛

順位 氏　　名 得点 地区名
1 平田　翔真 1,470 吉備
2 木村　吉治 1,160 吉備
3 平島　遼成 910 美咲
4 岩野　匠真 860 美咲
5 伊藤　崇志 840 吉備
6 岩野　侑輝 820 美咲
7 神尾　玲妃 810 備南
7 平松　花菜 810 矢掛
9 田邉笑未那 800 矢掛
9 井伊さくら 800 美咲
9 鳥越　悠汰 800 矢掛

順位 氏　　名 得点 地区名
1 藤井　宏夢 1,460 吉備
2 伊藤　嵩志 1,090 吉備
3 河村　菜緒 850 美咲
3 植田　　海 850 津山

● 

令
和
三
年
度 

岡
山
県
通
信
珠
算
競
技
大
会 

●

　

令
和
三
年
十
月
十
七
日

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
本
部
主
催
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
岡
山
県

支
部
七
地
区
の
各
会
場
に
お
き
ま
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　

尚
、
本
部
で
は
参
考
記
録
と
し
て
実
施
支
部
か
ら
の
成
績
に
よ
り
２
名
の
選
手

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

★
中
学
の
部　
　
　

55
位　

平
田　

翔
真　

君

　

★
高
等
学
校
の
部　

36
位　

藤
井　

宏
夢　

君
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合

格

お

め

で

と

う

　

コ
ロ
ナ
が
少
し
落
ち
着
い
た
か

と
思
う
と
、
変
異
株
が
発
生
。

ま
だ
ま
だ
心
配
が
続
き
ま
す
ね
。

し
か
し
‼
年
は
明
け
ま
し
た
。

気
持
ち
は
前
向
き
に
、
希
望
を

持
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
個
人
と
し
て
は
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
し
な
が
ら
、

少
々
〝
無
理
矢
理
〟
で
も（
笑
）笑

顔
で
明
る
く
頑
張
ろ
う
‼
が
目
標

で
す
。

皆
様
、今
年
も
〝
珠
算
お
か
や
ま
〟

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
(^^)�

Ａ
・
Ｔ

編
集
後
記

慶
事
お
祝
い

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
、
次
の
先
生
方

に
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
、

益
々
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

（
敬
称
略
）

　

勝
英
地
区　

松
本
満
寿
子

　

矢
掛
地
区　

鳥
越　

仲
二

　

賀
陽
地
区　

平
上　

一
孝

　

岡
山
地
区　

羽
原　

律
子

　

高
梁
地
区　

亀
山
由
美
子

　

矢
掛
地
区　

金
光　
　

恵

�

（
実
父
逝
去
）

�

（
令
和
三
年
十
一
月
）

卒

　

寿

米

　

寿

喜

寿

古

希

お

く

や

み

第
四
〇
五
回
・
第
四
〇
六
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
四
〇
五
回
（
珠
算
）

準
四
段　

坂
口　

華
陸（
岡
山
）

　
　
　
　

中
村　

哲
也（
矢
掛
）

　
　
　
　

亀
山　

大
晴（
新
見
）

　

参
段　

武
本　

芽
依（
矢
掛
）

　
　
　
　

柏
村　

胡
都（
岡
山
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈（
高
梁
）

　
　
　
　

青
砥　

正
弥（
新
見
）

準
参
段　

金
谷
季
光
香（
美
咲
）

　
　
　
　

富
澤　
　

優（
岡
山
）

　
　
　
　

寺
尾　

愛
美（
東
備
）

　
　
　
　

濱
口　

篤
輝（
備
南
）

第
四
〇
五
回
（
暗
算
）

　

九
段　

中
尾　

友
香（
岡
山
）

　

六
段　

池
田　

詩
乃（
岡
山
）

　
　
　
　

上
原　

大
知（
倉
敷
）

　

四
段　

難
波　

実
由（
岡
山
）

準
四
段　

三
好　

杏
奈（
賀
陽
）

　
　
　
　

見
戸　

優
斗（
岡
山
）

　

参
段　

髙
見　

瑞
穂（
高
梁
）

準
参
段　

橋
本　

絢
音（
津
山
）

　
　
　
　

目
黒　

碧
海（
倉
敷
）

第
四
〇
六
回
（
珠
算
）

準
六
段　

大
熊　

悠
太（
岡
山
）

　

五
段　

下
村
愛
香
里（
東
備
）

準
五
段　

児
嶋　

智
美（
岡
山
）

　

四
段　

平
松　

花
菜（
矢
掛
）

準
四
段　

井
伊
さ
く
ら（
美
咲
）

　
　
　
　

奥
野　

蓮
叶（
矢
掛
）

　
　
　
　

武
本　

芽
依（
矢
掛
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈（
高
梁
）

　

参
段　

室　
　

大
耀（
矢
掛
）

　
　
　
　

橋
本　

絢
音（
津
山
）

準
参
段　

花
房　

阿
門（
東
備
）

第
四
〇
六
回
（
暗
算
）

　

六
段　

鳥
越　

悠
汰（
矢
掛
）

　
　
　
　

山
本　

麻
央（
津
山
）

　
　
　
　

神
尾　

玲
妃（
備
南
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈（
高
梁
）

準
六
段　

渡
邉　

雄
大（
東
備
）

　

五
段　

西
山　

颯
人（
東
備
）

　
　
　
　

大
井
こ
こ
ろ（
東
備
）

準
五
段　

平
松　

花
菜（
矢
掛
）

　
　
　
　

三
好　

杏
奈（
賀
陽
）

　
　
　
　

亀
山　

大
晴（
新
見
）

　

四
段　

清
水　

心
優（
備
南
）

　
　
　
　

大
月　

優
芽（
岡
山
）

準
四
段　

柿
本　

雅
人（
備
南
）

　
　
　
　

長
尾　

朋
輝（
岡
山
）

　

参
段　

綱
嶋　

優
衣（
東
備
）

　
　
　
　

大
山　

果
歩（
備
南
）

　
　
　
　

横
山　

沙
奈（
東
備
）

　
　
　
　

目
黒　

碧
海（
倉
敷
）

準
参
段　

藤
野　

央
子（
東
備
）

　
　
　
　

西
田　

葵
葉（
備
南
）

　
　
　
　

松
田　

愛
華（
備
南
）

　
　
　
　

小
野
田
映
海（
邑
久
）

羽
　
原
　
律
　
子

「
古
希
を
迎
え
て
」

　

先
日
、
支
部
よ
り
古
希
の
御
祝
と
し
て
、
り
っ
ぱ
な
ソ
ロ
バ
ン
玉
一
つ
（
直
径
七

～
八
㎝
）
頂
き
ま
し
た
。
重
量
感
の
あ
る
と
っ
て
も
素
敵
な
お
品
で
す
。
テ
レ
ビ
の

上
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
返
せ
ば
、
高
校
を
卒
業
後
会
社
に
就
職
し
て
６
年
程
勤
め
て
退
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
偶
然
子
供
の
頃
通
っ
て
い
た
南
輝
珠
算
塾
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
時
、「
森

田
先
生
の
よ
う
な
先
生
に
な
り
た
い
。」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
開
塾
す
る
こ

と
が
出
来
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
紆
余
曲
折
あ
り
ま
し
た
が
四
十
五
年
も
の
年
月
を
珠
算
教
育
に
携
わ
る
こ

と
が
出
来
た
の
も
森
田
先
生
始
め
た
く
さ
ん
の
先
生
に
助
け
ら
れ
ご
指
導
し
て
頂
い

た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
少
し
で
も
生
徒
の
成
長

の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
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後
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も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　昨年にひき続き、今年度もウェブ広告だけにしました。
〇ウェブ広告
　Google ディスプレイネットワーク
　（期間：令和４年、年内３ケ月）

令和３年度優良生徒表彰式典
　日　時：令和４月２月27日（日）
　　　　　各地区開催
珠算指導者教養講座
　日　時：令和４年３月26日（土）
　会　場：姫路市市民会館
第68回全国珠算研究集会
　日　時：令和４年３月27日（日）
　会　場：姫路市市民会館
　※�詳細（時間等）は、本部より会員へ直接ご案内して

おります。

広 報 部 よ り

下半期事業のご案内


